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静止性骨空洞の5例
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Abstract:Astaticbonecavitymanifestsitselfasaradiolucentareainthevicinityofthemandibularangle.Five

casesofstaticbonecavityarereported.Themeanageofthepatientswas56.4yearswitharangeof49to66

years.Therewere3menand2women.Thecavitieswereallunilateralandappearedaswell-de負ned,oval,round,

orsemiovalradiolucentlesionsonorthopantomography.Theirdiameterrangedfrom10to17.5mmonCT.They

werebetween12and18mmindiameteronorthopantomography.Thecontentswerefattytissueincases1.4and

5,andfattytissueand丘brousconnectivetissueincase2onCT,whereasthesurgicalspecimensofcase3

consistedoffattytissueandalymphnode.

抄録 :静止性骨空洞は下顎骨の顎角部付近にみられる骨欠損である｡今回私たちは,本症と思われる5例を経験し

たので,その概要を報告する｡

年齢別では,40歳代が1例,50歳代が2例,60歳代が2例で,平均年齢は56.4歳であった｡性別では,男性3例,

女性2例であった｡部位別では,すべて片側性であり,左側が4例,右側が1例であった｡形についてみると,3例が

楕円形,1例が円形,1例が半楕円形であった｡大きさについては,CT写実にて測定したところ,近遠心l径は10-17.5

mm,頻舌径は5-10mmであり,′り ラマⅩ線写真にて測定したところ,近遠心径は12-18mm,上下径は8-14mmであっ

たo陥凹が頬側の皮質骨にまで及んでいたものが4例,及ばないものが1例であったO内容物については症例1,症

例4,症例5は脂肪組織,症例2は月旨肪組織と結合組織が考えられ 症例3は脂肪組織とリンパ組織であったo

緒 看

静止性骨空洞は下顎骨の顎角部付近にみられる骨欠損

であり,Stafnel)が最初に報告した｡今回私たちほ,本症

と思われる5例を経験し,その病態を明らかにするため

に,過去の報告例と比較検討を加えたので,その概要を

報告する｡

症 例

症 例 1

患者:66歳,女性｡

初診 :平成 5年12月3日｡

主訴 :右東部の腫脹｡

家族歴 :特記事項なし｡

既往歴 :40歳で子宮筋腫の手術｡59歳より高血圧にて降

圧剤内服中｡

現病歴 :平成 5年10月 より右額部の腫脹および4二』

部の歯肉の腰痛に気づき,当科を受診した｡左下顎部

には症状はなかった｡

現症 :全身的所見,口腔外所見ともに問題はなかった｡

口腔内所見では山 部に弁状の腫癌,右上顎臼歯部

には滞漫性の腫脹を認めたo

x線所見 :パノラマⅩ線写真にて右上顎に骨透過像,左

顎角部やや前方の下顎管の下方に接するように境界明
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写真1 症例1の/i/ラマⅩ線写真

写真2 症例 1のCT写真

瞭な楕円形の骨透過像を認めた｡(写真1)

CT所見 :右下顎舌側骨皮質の陥凹を認めた｡CT上,

空洞内容物は脂肪組織と思われた｡顎下腺は骨欠損部

よりかなり離れて存在していた｡(写真2)

処置および経過 :ユニ｣｣部義歯性線維腫,右上顎嚢胞の

診断にて平成6年 2月3日,摘出術を施行した｡また

静止性骨空洞の臨床診断にて現在経過観察中である

が,大きさに変化はみられない｡

症 例 2

患者 :52歳,男性｡

初診 :平成6年 1月14日｡

主訴 :開口障害｡

家妖厘 :特記事項なし｡

既往歴 :特記事項なし｡

現病歴 :平成6年 1月13日飲酒後,道路で転倒受傷し当

科を受診した｡以前,左下顎部には症状はなかった｡

現症 :全身的所見では問題なく,口腔外所見では,左頻

部に溺漫性の腫脹を認めた｡口腔内所見では,校合状

態は良好であった｡

写真3 症例2のCT写真

写真4 症例 3の/り ラマⅩ線写真

Ⅹ線所見 :パノラマⅩ線写真にて左上顎骨骨折および左

顎角部やや前方の下顎管の下方に接するように境界明

瞭な楕円形の骨透過像を認めた｡

CT所見 :左上顎骨骨折,左頬骨弓骨折,左限窟外側壁

骨折および左下顎舌側の骨の陥凹を認めた｡CT上,

空洞内容物は脂肪組織および結合組織と思われた｡顎

下腺は骨欠損部に近かったが,直接の関係はなかった｡

(写真3)

処置及び経過 :左上顎骨骨折,左頬骨弓骨折,左限窟外

側壁骨折の診断にて頬骨弓骨折非観血的整復術を施行

した｡また静止性骨空洞の臨床診断にて現在経過観察

中であるが,大きさに変化はみられない｡

症 例 3

患者 :54歳,男性｡

初診 :平成6年9月5日｡

主訴:TF二百部唇側歯肉の白乱
家妖厘 :特記事項なし｡

既往歴 :30年前,十二指腸潰癌で治療したことがあった｡

現病歴 :半年前より丁『司部の自動 こ気づき,某歯科開
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写真5 症例3のCT写真

IIIflIHrllLHJLIIHHI.IJlfきil身守宮H J p e
写真6 症例 3のリンパ節

業医より当科を紹介され受診した｡左下顎部には症状

はなかった｡

現症 :全身的所見,口腔外所見ともに問題はなかった｡

口腔内所見では-ili二百部唇側歯肉に白斑を認めた｡
Ⅹ線所見 :/(/ラマX線写真にて左顎角部の下顎管の下

方に接するように境界明瞭な半楕円形の骨透過像を認

めた｡(写真4)

CT所見 :左下顎舌側の骨の陥凹を認めた｡CT上,壁

洞内容物はリンパ節および脂肪組織と思われた｡顎下

腺はその外側に接して存在していた｡(写真5)

処置及び経過 :白板症の診断にて平成6年10月14日,切

除術を施行した｡また静止性骨空洞の臨床診断にて同

日,摘出術を施行した｡手術所見では,下顎骨下縁お

よび舌側に骨の欠損を認め,陥凹部にはリンパ節およ

びその周囲に脂肪組織が存在していた｡現在経過観察

中であるが,大きさに変化はみられない｡

病理組織学的所見 :リンパ節は被膜を有し,周辺洞など

のリンパ洞が認められた｡もう一つの摘出物は少数の

血管を有する成熟脂肪組織で,結合織性被膜や分葉は

なかった｡(写真6-9)

193

写真7 症例 3のリンパ節病理組織学的所見(HE染色×

25)

1
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写真8 症例3の脂肪組織

写真9 症例3の脂肪組織病理組織学的所見(HE染色×20)

症 例 4

患者 :49歳,女性｡

初診 :平成6年10月26日｡

主訴 :口唇,舌,頬粘膜のピリピリ感｡

家妖厘 :特記事項なし｡
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写真10症例4のCT写真

写真11 症例5のパノラマX線写真

既往歴 :1年前より心身症にて加療中である｡

現病歴 :1か月前より口唇,舌,頬粘膜のピリピリ感が出

現したため当科を受診した｡

現症 :全身的所見,口腔外所見ともに問題はなかった｡

口腔内所見では口唇,頬粘膜に軽度発赤を認めたが,舌

には異常はみられなかった｡

Ⅹ線所見 :パノラマⅩ線写真にて左顎角部やや前方の下

顎管の下方に接するように境界明瞭な楕円形の骨透過

像を認めた｡

CT所見 :左下顎舌側の骨の陥凹を認めた｡CT上,空

洞内容物は脂肪組織と思われた｡顎下腺は欠損部のご

く近くに存在していたが,直接の関係はみられなかっ

た｡(写真10)

処置および経過 :口内炎,舌痛症の診断にて投薬を行っ

た｡また静止性骨空洞の臨床診断にて経過観察中であ

るが,大きさに変化はみられない｡

症 例 5

患者 :61歳,男性｡

初診 :平成7年6月14日｡

写真12症例5のCT写真

主訴 :右顎角部の骨透過像を指摘された｡

家妖厘 :特記事項なし｡

既往歴 :特記事項なし｡

現病歴 :平成7年6月10日,某歯科開業医でカリエス治

療のためⅩ線写真を撮影したところ,右下顎骨の骨透

過像を指摘され当科を受診した｡

現症 :全身的所見,口腔外所見,口腔内所見ともに異常

はみられなかった｡

Ⅹ線所見 :右顎角部の下顎管の下方にやや離れて境界明

瞭な円形の骨透過像を認めた｡(写真11)

CT所見 :右下顎舌側の骨の陥凹を認めた｡CT上,空

洞内容物は脂肪組織と思われた｡顎下腺は骨欠損部の

近くに存在していたが,直接の関係はみられなかった｡

(写真12)

処置および経過 :静止性骨空洞の臨床診断にて経過観察

中であるが,大きさに変化はみられない｡

考 察

静止性骨空洞は,下顎角部～白歯部で下顎管下方の円

形もしくは楕円形の境界明瞭な透過像を呈する骨欠損

で2)あり,まれに下顎前歯部に生じる3)こともあると言わ

れている｡

重松ら4)は本症の24例につき検討を加え,初診時の平

均年齢は53歳で,男性22例,女性2例であったと報告し

ている｡また和田ら5)の報告した6例をみると,すべて

40-60歳代であり中年以降の者にみられており,すべて

男性であった｡すなわち年齢的には40,50歳代5)6),性別

では男性に多い 5)とされている｡当科の症例でも40歳代

が1例,50歳代が2例,60歳代が2例で平均年齢は56.4

歳であり,同様の傾向を示していた｡性別では男性3例,

女性2例であり男性が多かった｡

また松尾ら7),Stafnel),江原ら2)は両側性の症例を報告
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しているが,当科の症例はすべて片側性であった｡左右

差はないという報告6)8)が多いが,当科の症例は左側が4

例,右側が1例と左側に多かった｡

形についてみると,他の報告例2)4)5)6)では円形もしくは

楕円形が多いが,当科の症例では3例が楕円形, 1例が

円形,1例が半楕円形であった｡半楕円形のものは下顎

下線部の骨欠損によるものであったO

大きさについては当科の症例でCT写真にて測定した

ところ,近遠心径は10-17.5mm,頬舌径は5-10mmで

あった｡またパノラマⅩ線写真にて測定したところ,近

遠心径は12-18mm,上下径は8-14mmであり,他の報

告例9)と比較するとほほ平均的な大きさであった｡

当科の症例では,陥凹が薪側の皮質骨にまで及んでい

たものが5例,及ばないものが1例であった｡及ばない

ものは比較的近遠心径が小さなものであり,近遠心径が

大きくなると頬側の皮質骨にまで及ぶものと考えられ

た｡

内容物については,顎下腺8),結合組織10),脂肪組織8),

リソバ組織11),空洞12)などといわれているが,症例3はリ

ソバ節と脂肪組織であった｡CT写真により陥凹内組織

を検討したところ,症例 1,症例4,症例 5は脂肪組織,

症例2は脂肪組織と結合組織が考えられた｡CT写真に

より陥凹内組織の推察も可能であり9),′り ラマⅩ線写

真で本症を認めた場合には,CT検査を行 うことが有用

であると考えられる｡

成因については,周囲組織の圧迫により後天的に生じ

た骨欠損であるという意見2)13)が大半を占めている｡顎下

腺は加齢により結合阻織や脂肪組織などの実質性細胞に

置換する現象がみられる14)こと,リソバ組織は顎下腺の

肥大などにより圧排され陥凹部に入 りこむ可能性があ

る5)ことなどより,顎下腺の肥大等による骨欠損である

と述べている者もいる｡当科の症例では内容物が顎下腺

と思われるものは1例もなく,検討を加えたがそのよう

なことを示唆する所見はみられず,成因については不明

であった｡

処置については,積極的な治療は不要で,Ⅹ線的な経

過観察でよいといわれている12)｡しかし内容物が腫蕩 15)

であったり,骨欠損部が増大したとの報告16)もあり,今後

十分な経過観察が必要であると思われた｡

結 語

今回,私たちは静止性骨空洞の5例を経験したので,

若干の文献的考察を加え報告した｡

本論文の要旨は,第50回日本口腔科学会総会 (平成8

年4月4日～5日,鹿児島市)において発表した｡
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